
」avaプログラミング I

12回ロ クラス

蝙 今日の講義で学ぶ内容 は

・クラスとは
0クラスの宣言と利用
・クラスの応用

クラスとは

配列型は、

クラス

異なる複数の型の変数を内部にもつ型です

直観的に表現すると、

int型や double型 は

■つの値を管理できます

int型の変数

郷デ ‐融 あ動・勧動 ~1

異なる型の複数の変数を管理でき.ます

じ クラスは変数の他に、メソットをもちます

メソッドは c言語での関数に相当します

直趾
=ど

竃夢うス型め変数 (レうス型墨薮)〕

1

同じ型の複数の変数を管理できます

… ■/■0 -



クラスの宣言

||■ ■: | クラスの宣言  | |  ‐

クラスのフィールド(変数のことです)とメソ平鼻専鼎無瑛裂築いつ

を宣言して、新しい型として利用できるようにします

フィールドとメソッドはクラスのメンバといいます

クラスの宣言はキーワードclassを指定して次のように行います

c■assクラス名 ラスのメンノ

9ク ラスのメンバはフイールドとメソッド以外のものを持つこともできます

ここでは基本的なフィールドとメソッドをおさえておきましょう

9メ ソッドについては」avaプログラミングⅡで言羊しく説明します

クラスのメンノWま以下のように宣言します
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たとえば、

車はナンバーとガソリン量をもっています

したがって、

ナンノヽ一とガソリン量をフィールドにもつクラス Carは次のように できます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample12_1.java レ、く人ヽしハ

aI蟹主費生ヽ=
クラスの利用

クラス制 肝 順
に ラ

ス坐 勁 韮 →(ル ジ
ョ

)勧 → ″ Jし あ 蒙

9ク ラスの利用手順を配列の利用手順と次のように

よ つ

クラス型変数 配列変数

オブジェクトの生成 配列要素の確保

フィール ドの参照 配列要素の参照

クラス型変数の宣言 クラス型変数とはオブジェク トを扱う (代入する)変数です

クラス型変数

数は通常の変数と同様に型と識別子をもちます

を指定して次のように行います

嘔
骨

僻

付

郷

//クラスCar

■nt numberi

double gas3
すンバーを格納する int型の変数

ガソリン量を格納する double型の変数

型 (クラス名)と識別

3/■0



たとえば、

Sample■2_■ .javaで宣言したクラス Car型の変数 (クラス型変数)を宣言するには、

Car car13 //ク ラス Car型の変数 carlを宣言

オブジェクトの生成 オブジェクトとはクラスのメンバを格納するための領域です
クラスのオブジェクトはインスタンスとも呼ばれます

師 g
クラス型変数

クラス名を指定して次のように行います

識別司 =newクラス名()J

堰⊃珀ew演算子は指定されたクラスのオブジェク トをコンピュータのメモリ上に作ります

ウ ォブジェクトの生成は丸括弧
‖
()‖で、配列要素の確保は角括弧"[]‖です

nelル TゾtIIS3,
違いに注意しまじょう

たとえば、クラス Car型のオブジェクトを生成するには、

Car car13

carl=new Car()3  //ク ラス Car型のオブジェクトを生成

フィール ドの参照  オブジェクトの中のフィール ドを参照 (指定)して値を代入します

各フィール ドの参照はクラス型変数の識別子とフィール ド名を用いて次のようにします

1識別J.フィールド名

9識 別子とフィール ド名の間のビリオ ドは、ooの中の△△と解釈するとよいでしょう

フィール ドヘの値の代入は、各フィール ドを参照して次のように行います

識別割.フ ィールド名=□ 3

ロ
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たとえば、

クラス Car型のオブジェクトcarlのフィールドnumberと gasに値を代入するには、

carl.number = 91295

carl.gas=30.0」

k

新
ｌ
俳

イlq

参 フィール ドはオブジェクトが生成されたときに予め以下のデフォルト値が代入されます

(ヨ巴)
boolean

char

byte、  short、  int、  long
float、  double、

配列変数、クラス型変数

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample12_2.

(デフォルト値)

false

O (J¥u0000')

②

0.0

null

※nullについては 」 a∨ aプログラミングⅡで説明します

//車クラスの宣言とその不」用

//クラス Carの宣言

class Car

{

■nt number3    //

double gas3    //

}

すンバー

ガソリン量

class Sample■ 2_

{

ハズ,フr Car13

public static void main(String[]args)

{

=ん
1井ろ―プ

｀

car■  = new Яθ
r(らメ

//上記を同時に行うこともできる

// Car carl = new Car()3

//各フィール ドに値を代入

carl.nurnber = 9129」

carl.gas = 30.0;

//各フィール ドの値を出力

System.out.println(‖ 車のすンバーは
‖

System.out.println(‖ ガソリン量は"+

//ク ラス Car型の変数

//クラス Car型のオブジェク トを生成

+ carl.number + ::lCζ 非。
carl.gas+‖ です。

‖
)」

3夕 .レ

CPad lこ main()メ ソッドを含むクラス

名を知らせるため、main()メソッドを

含むクラス名をファイル名と一致させ

ましょう

- 5/■0 -



「 シリZ`'

実行画面

車のナンノヾ―は 9■ 29です。

ガソリン量は 30.0です。

2ク ラス型変数は参照型変数P基本型変数7   1

参照型変数には、配列変数とクラス型変数があります

例題 Sample■22のクラス型変数の振る舞いは図的に次のように理解できます

car■ =new Caro3//ク ラスCar型のオブジェクトを生成

Car car■ 3 // クラス Car型の変数

‐ 6/■0 …



凸 クラスの配列を作つてみましょう

クラス型は int型や double型 と同じで型の■つです
int型の配列や double型の配列と同様に、クラス型の配列を作成することができます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample12_3.java

//車クラスの配列

//ク ラス Carの宣言

class car

{

■nt number3    //

double gasi    //

}

class Sample12_

{

すンバー

ガソリン量

cars
・́Ｖ′ふ

public static void main(string[]args)

b::「:]=Ci[i3car[ρチチ
~ヤ q

CarS[0]= ηeW Car()j  //
CarS[1]= neW Car()3  //

//各フ ィール ドに値を代入

CarS[0].number = 9129」

CarS[0].gaS = 30.0」

CarS[1].number = 1234」

CarS[■ ].gaS = 15.53

クラス car型の配列型の変数 (配列変数)

クラス car型の変数 (配列要素)を 2つ分

クラス Car型のオブジェクトを 1つ生成
新たにクラス car型のオブジェクトを 1つ生成

挙rt寡蝉 ^呵子

器、雪 が「

//各フィール ドの値を出力

[°

r(int i=。 5iく
,c兵,くλSc,th」 i++)

Systemoout.println(i+‖番目の車情報 :‖
)」

Systemoout.println(‖ 車のすンバーは
‖+cars[i]・ number+‖です。

‖
)3

Syste側 .out.println(‖ ガソリン量は
‖+cars[i].gas+‖ です。

‖
)j

}

carS戴激2《

ヽ
１
‥
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
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実行画面

0番目の車情報 :

車のすンバーは 9■29です。

ガソリン量は 30.0です。

■番目の車情報 :

車のすンバーは 1234です。

ガソリン量は ■5.5です。

例題 Sample■ 2_3の変数の振る舞いは図的に次のように理解できます

【int型の配列の場合】

int[] ary3 // int型の配列型の変数

ary=new int[213//int型 の配列要素を 2つ確保

【クラス型の配列の場合】

Car[]Cars3//クラス Car型の配列型の変数

cars=new Car[2]j//クラス Car型の配列要素を 2つ確保

//クラス Car型のオブジエクトを生成

CarS[■ ]〓 neW Car()3

//クラスCar型のオブジエクトを生成

CarS10]= neW Car()3

CarS[■ ]・ gas

で参照 します

CarS10]・ nulnber

で参照します
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?クラスのメンバにクラス型変数を宣言してみましょう

クラス型は int型や double型 と同じで型の 1つです

int型や double型の変数をメンバにできるようにクラス型の変数をメンバにできます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample■ 2_4.java

//車クラスを別のクラスのメンノヾに

//クラス Carの宣言

:laSS Car          z=′

″~

■nt number3    //

double gas3    //

ナンバー

ガソリン量

}

//クラス Carをメンバに持つクラス Ownerの
class Owner

{

Str■ng name」

■nt age3

Car mycar3 //

}

class Sample■ 2_

{

public static void main(String[]args)

{

O Owner owner15 //クラス Owner型の変数

//クラス Owner型のオブジェク トを生成(1) OWnerl = new owner()j

ownerl.name = ::]ava::j

ownerl.age = 213

()OWner..mycar=new C,r()3//クラス Car型のオブジェクトを生成
ownerl.mycar.number = 91295

ownerl.mycar.gas = 30.0」

//各フ ィール ドの値を出力

System.out.println(::所有者
‖
)3

System.out.println(‖ そろ  前 :::+oWnerl.name)5

systemoout.println(‖ 生平  歯令:::+ownerl.age)3

System.outoprintln(‖ E巨
:1)」

system.out.println(1:車すンバー :‖ +ownerl.mycar.number)3

System.out.println(‖ ガソリン量 :‖ +ownerl.mycar.gas)」

」レz′

置由
mmレ 鍵

Pr

由

中
□
弊

□
耐

ブづ じ゙
'

οvnar■

クラス Car型の変数をメンバにもつ
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実行画面

所有者

名 前:]ava

年 齢 :21

車

車すンバー:9129

ガソリン量 :30.0

例題 Sample■ 2… 4の変数の振る舞いは図的に次のように理解できます

Owner owner■ 3 //ク ラス Owner型の変数

owner■ =new Owneroj //ク ラスOwner型 のオブジェクトを生成

owner■

//ク ラス Car型のオブジェクトを生成
owner■ .mycar = new Car()3

‐ 今日の講義のまとめ  :|
0クラスを用いることにより、異なる複数の型の変数を一括して管理できます。

・クラスがもつフィールド (変数)やメソッドをクラスのメンバといいます。

・指定されたメンバをもつ新しいクラス (ク ラス型)の準備はクラスの宣言により行います。

・ クラスを利用するときは、クラス型の変数を宣言し、オブジェクトを確保します。オブジ

ェクトはクラスのメンノヾを格納するためのメモリ領域です。メンバヘのアクセスは、ピリオ

ドを用いて行います。

・クラス型の変数は参照型の変数です。

・クラス型の変数は int型や double型 と同じように配列を構成できます。

師
ａｍｅ

回

事
owner■ .mycar.gas

で参照 します

owner■ .name

で参照します
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